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4月22日、姉妹都市締結10周年記念式典であいきつするデビー ビルチ グリーリー市議

2003年度 (平成15年度)4月 ～8月の主な活動

411 薬会話初級クラス開講

414 ドイツ語サークル用講

417 エンシ∃イ イングリッシュ開講

418～ 24 クリーリー市高校生ホームステイ

420 グリーリー市民と交流バスツアー |□光,

422 グリーリー市姉妹都市締結10周年記念式典

:三念バーティー

429 理事会

512 中国語調座Aクラス 1前期,円 講

514 第26回ボランティアロ本語講座開講

518 MFA総 会

518 報告会 「青年海外協力隊に参IIしてJ

6 8 青年交流委昌会 アヤメ祭りに参力□

610 MFAニ ュースレターN036発 行 1全戸配布|

7 7 茨城県国際交流ネットワーク会議参加

?13 MFAサ ロン タイ文化に触れる

716 第26回 ボランティア日本語講座修了式

726 中国語講座開諸

727 第1回MFAフ ェスタスタッフ会議
.′
27～ 8 7 第14回守谷市青少年海タト派遣

730 MFA専 用倉庫を公園内に設置

817 海タト派遣事業団員及び引率者帰国報告会

823 24 青年交流委邑会 北守谷団地夏祭りに参

力D

823 24 第 1回国際交流lth力実践者全国会議2003

に参カロ

831 第2回M「Aフ ェスタスタッフ会議



守谷市青少年海外派遣 1期生

佐々木妙、思返しの旅にでるI
第14回守谷市青少年海外派遣癖 月27日から明 7日ま

で

`子

われました。

その31率者に、国際交流協会会員の佐々木妙さんが選

ばれましたが、佐々木さんは、今から14年前に行われた

第1期海外派遣の回員として参力Dしていました。その時

はアメリカ、今回はドイツと行き先は違いますが、団員、

引率者として異なる立場てこの事業に参加した第1号に

なります。

海外派遣に参力0した団員たちももう社会人になり、3

率者となつてもおかしくない年齢になつています。

佐々木さんに寄稿いただきました。

私の10代 の一番の思い出は なんと言っても第 1

回守谷町海外派遣事業の24名 の団員のひとりとして

アメリカを訪れたことです。当時の海タト派遣は 国

際交流に対する熱意を推し量るべく 作文と面接で

その団員の選考を行 っていたため それはそれはユ

ニークな集団にな ったことは言うまでもなく 今で

もその仲間たちとは年に一度は集まり 楽 tンし`お酒

を飲んでいます.

勉強の出来 不出来ではなく 国際交流への情熱

そのものが評価され 守谷の代表として派遣された

という事実は その後 私が人生を歩む上で大きな

自信となりましたて,お 世話にな った守谷市や生意気

盛りの私達の面倒を見てくださつた1期の団長である

小川会長をはじめとする随行日の方々に周返しをし

たいな という漠然とした願いは 私が守谷市の職

員として働く機会を得たことで一気に現実となりま

した.

それは 市がマイ

ンフルグヘ中高生を

弓率していく職昌の

公募を市役所内で行

ったからです.Tllは

すくに立候補し そ

れが承認された時

「間違うこと 新し

いものに挑戦するこ

とを恐れずに 国際

交流を楽しもう IJ

と 今年の派遣団員

たちに私の姿を通し

て伝えていきたいと

思いました。ランツウッドの中世を再現した0祭
りて

モニカ (左 私のホストフアミリーです)と ベッティーナと.

2人とも昨彙 守谷を訪れています。

当初 随行員は3,自のみのホームステイの予定でし

たが マインフルク入りしてから ホストと相談の

上 そのご好意に甘え 中高生と同じく 7,白のステ

イに延長.で きる限り私自身もマインブルグの人々

と交わり 笑顔で生活する中で 子どもたちにも白

然体の国際交流の楽しさを感じとってt,らうように

心がけました。

言葉がうまくでないはかりにホストとうまくコミ

ュニケーシ∃ンがとれていない状況があった時には

ホストの高校生と友達感覚のおしゃベリの中で 1私

は ドイツでは実年齢よりかなり若く見られていたの

が幸いでした,「悪いわね～.で もその子は | ‐と思

っているみたいだから大文夫よ`私 からt,ちょっと

言 っておくわJと 伝えてFl滑にステイが続けられる

ようにフォローしたりしました.

ベルリン ブレーメンの観光でホテル泊の夜は

私t,1期生で派遣された時には夜中まで騒いでいたな

ぁ という経験を踏まえ 夜の各33屋見回りを敢

行 | と言えば聞こえはいいのですが 子どもたち

の自B屋におじゃまして 私がルームサービスでお湯

を注文し 貴重な味贈汁とラーメンの夜食をみんな

で分け合って食べて 「やっはり味噌汁は落ち着く～J

とおしゃべりに花を咲かせたことも良い思い出.
一緒にマイングルグヘ行 ジた子どもたちに望むこ

とは 「これからt,いい仲間でい続けてほしいJ「イ可

らかのかたちで国際交流に参カロし続けてはしいJと

いうこと,

私のように いつか随行員にも挑戦してみてね、

大変だけど やみつきになる面白さがありますから
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第1回 国際交流協力実践者全国会議 2003

「地城と社会に根ざした国際交澱・協力活職への変革を目指してJ
～グローバル時代の国際交流協会の将来展望～

8月23日 24日 、東京で第1回国際交流協力実践者全国

会議が行われました。

この会議は、企画 運営もボランティア、参加した実

践者も個人の意志で参力0してもらう会議とした点で、こ

れまでに前例がない会議てした。

また、政府レベルでの活動を行つている4団体の協力を

得て実施されており、政府レベルと草の根レベルの連携

協力の可能性を探る会議でもありました。

MlFAか らは私を含め Aが 参加し、茨城県からはほか

に県国際交流協会から1人の参加がありました。

以下 ご報告します。

期日 2003生田月23日 (土)～ 24日 (日)

会場…国際協力事業団東京国際センター (TC)

参加者…全国の国際交流の担当者が103人および講

師 実行委員 スタッフ関係者が63人、計166人

主催 国際交流協力実践者全国会議実行委員会

協力…国際協力銀行 (」BC)国 際協力事業団
(」CA)国 際交流基金 (財)自治体国際化協会
(CLAIR)

助成…国際協力銀行 国際協力事業団、国際交流

基金 (このED体が諸経費の一部を補助)

後援一開発教育協会 関西国際交流団体協議会、

国際協力N00セ ンター

この会議は 全国の 「国際交流 協力活動Jの 実践

者が一堂に集い 活動の現状認識を共有し 問題意識

を深め 参加者の間で顔の見えるネットワークの構築

と 現在の日本社会に於いてこの活動の意義を広くア

ビールし前進をさせることを目的として実施された。

この会議は有志が実行委員となって運営されており

当面は第3回までの開催が計画されている。初回は参加

者が情報交換をしPoS題点を共有する事を目的とした。

全体会議 「国際協カセミナーJの 概要

「市民主体の国際協力を考える～政府機関 NGOと の連

携と多様なアフローチJ(テ ーマは 「市民団体の国際協

力とは何かJ)

市民の国際協力は現地の活動だけでなく 国内にお

いても 現場の持つリアリティーを伝え 感じあう「共

鳴Jの ベクトルがある。「現地活動」「国内の共鳴活動」

の両方の循環の中で 初めて市民らしい活動が展開で

きる。そのためにODA機 関ができる事とは何か 理想

の連携とは NGOは  理想の連携は などの基調講演

があった。

茨城県では 国際交流の組織を持つ自治体は全自治

体の約半数であり その国際交流組織においても 未

だ地域の外国人との交流 共生や日本語教育 姉妹都

市交流程度TJ精―17Tの組織rJ多ぃと推定する。しかし

最初の全体会議から いきなり「市民主体の国際協力J

の話であった。日本がODAを 実施しなければならない

論は此処では省略するが そのODAは  より市民ベー

スでの実施が必要となっている。この趣旨に沿って」

CAで も」BCで もその他のODA実 施機関でも市民参カロ

のODAフ ログラム (即ち資金)を いろいろ準備してい

る。M FAで は まさにこの項目に該当するJ CAの地

域提案型の草の根協力事業を実施しようとしている。

この実施例として 特定非営利活動漱人ACT ONの 横

田代表の話があった。(ネットの検索はACT ONで 出

るので、彼らの活動をご参照ください)

パネルディスカッション分科会… 「国際交流協会生き

残りのための処方箋Jの 分科会に参加した。茨城県は

国際交流に関してはまだまだ後進県なので 生き残り

を考えなければならないほどの問題が発生する以前で

あり 資金的にもリストラが考えられるほどこの事業

に投入されていない。先進地域では NPOや N60と

の競合やすみ分けの問題 姉妹都市不要論などが出て

いる。また国際交流関連lE織がリストラの対象になっ

たりもしている。

スキルアップ実践講座…予算がなくてもここまで出来

る 国際交流協会の事業実践のための資金源など。各

種の団体が各種の資金を準備している。

フリーディスカッション…この種の交流は個人的な交

友ネットワークを広げるために良いチヤンスである。

かなり多くの方達と交流を楽しみ 教えられる事が多

かった。lalぇば ぁる団体は 子供達の大使館訪問を

実施し効果を上げている。私は 昨年 エチオビア大

使館に行った時 中学生が大使館訪問をしているのを

見て ポーイスカウトを大使館に連れていこうと思っ

たことを思い出した。実行している団体があることが

わかっただけでも収穫である。茨城県では まだ利用

のlalは少ないと思うが この会議の 「協力団体Jは 主

としてODAの 資金で市民活動の支援を幅広く行ってい

る。私たちもこれらのスキームをよく調べて 地域の

青少年の育成などのための国際交流 協力 協働活動

に利用していきたいと思う。

一一一一一，一一一
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6月 8日 に行われ

たアヤメ祭りと8月

23 24日 (こイ予l イι

た北守谷団地夏祭リ

に 青年交流委員会

が出店しました.

青年交流委員会

は スリランカの子どもたちへの前学資金援助活動を

行っている会の会員になり 援助括動の一翼を+日Dで

い・tす また ラオスの子どもたちとの交流を行うた

め メンバーを現地に派遣する活動t,行,ています

昨年までは 大人の手を借りで物品を集めバザーを

行い その売り上げを送金していましたが 今年FJら

は組1哉 名称+,変わり 成人にな ,た日学生委員会の

メンバーの協力の下 「自分たちだけの手で行える活

動をJを 合い言葉に ダーツで参力□.売 り上げも上々

で 「当分の資金のメドがついたJそ うです.

MFA設 立 15年.

時の流れを感じさせる出来事二つ。

学生委昌会が青年交流委昌会に衣替え.若 者の感41

で新たな活動を模索するようにな フたこと.

第 1回海タト派遣の団昌だった佐々木さんが 今度は

引率者として派遣事業に参加したこと_

時代というのは変わらないようでいて その実 少

しずつ変化しているのだと実感しました.言 葉だけが

先行し 実体が伴 っていないようにモ′感じられた国際

化も間違いなく進んでい|・す.

地球市民の 一員として 今何ができるのかが問われ

ているのだと改めて思う今日この頃です.

面 写 蜀 閣
7月 13日 M「 Aサ ロンが

ログハウスで行われまt′た.参

加者は61人でした。

今回は タイ出身の千葉アー

バーマンさんとその友人からタ

イについての説明があり その後 あいさつの言葉や

タイ舞踊のフォームを教えていただきました.

また 持参してくれたタイカレーに入 っている香草

類の説明の後 実際に甘□ 辛□のタイカレー2fl類

を試食するなど タイの食文化の一i嵩に触れることが

できました.タ イ料理には独特の香辛料が使われてい

て 言い国タイを妨佛することができました.

お茶を飲みながらおし■べりをする人 タイの踊リ

を習う人の輪ができるなど楽t い́0と ときを過ごすこ

とができ サロンも定着した感があります.

2003年 度専門委員会委員長

総務委員会

都市交流委員会

語学研|じ委員会

広報委員会

久保 昌也

尾崎 千□恵

竹下 明子

小野  泉

奮45 4390

●48 8393

8 4 6 - 2 1 5 0

8 4 8  3 9 1 7

8 4 5 - 2 3 7 5

a 4 5  7 3 4 9

8 4 5  1 5 6 9

ロクハウス委員会  吉□ 篤子

青年交流委員会   島田 紅生

日本語講座委員会  根本ひとみ

会贄納入はお済みですか…

平成 15年度の会費をまだお支払いされていない方

|よ国際交流協会事務局 (守谷市役所くらしの支援課

内)へ 持参するか 常陽銀行守谷支店 普通□座

6255915 守谷市国際交流協会 会長 月01 -成 ヘ

※便利な□座振替もあります。言羊しくは国際交流協会

事務局 (●0297-45-1111)ヘ
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